
活動報告 

■活動日：2024 年 5 月 2 日（日）9：30~12：30 

■プログラム名：カブトムシの森 幼木・希少植物の保護・育成、名札更新（B、C 地区） 

■目的：幼木・希少植物の保護・育成（勉強会準備） 

■活動場所：カブトムシの森 B、C 地区 

■参 加 者：7 名  

■活動概要：幼木・希少植物の名札更新（B、C 地区） 

■活動内容 

9 時半集合、ミーティング、準備体操を済ませ、カブトムシの森へ移動 

10 時過ぎに到着し、名札の付け方等作業の説明と班分け 

付替えする名札は幼木、成木、草本類で両地区合わせて約 80 か所 

10 時 20 分ごろから地区に分かれて作業、草木が茂る中、対象の植物を探すのが至難の業 

手掛かりは位置図のみ、実際作業をする中で支柱ごと無くなっているものや紐が切れて名

札が無くなっているものが多く、設置から 2 年経過するとダメだなぁと思いました。 

今年から定例活動を入れ毎年の更新となるため、残存率や見つけやすさは UP すると思わ

れます。 

探索する中で名札を付けた植物の事やその周りにある植物や昆虫などなどについて解説し

たり、観察したり、写真を撮ったりすることが出来てとても有意義な時間を過ごせました。

名札の付替えの目的のほかに植物への理解やどこにどんな植物が生えているかなど今後の

保全作業を行う上で大切な事柄を共有できました。 

８月１８日（日）の勉強会では油山の自然を学び、カブトムシの森で創ろうとしている里山

像を皆で考えようと思っています。合せて今回の要領でＡ地区の名札の付替えも行います。

長らく行っていなかった専門家をお招きして行う勉強会になります。改めて「身近な自然」

について学ぶ機会になります。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<名札を付けた植物＞ 
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